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メタルインレーについて
銀合金と金合金のインレーについて

メタルインレーは主に鋳造によって
作成され、銀合金と金合金が多く

使用されています。銀合金である１２％
金含有の金銀パラジウム合金（以下１２
％金パラ）を使用したインレーは現在日
本で最も多く使用される物であり、永久
歯の臼歯部インレーに保険適用として利
用されています。口腔内安定性があり、
比較的優れた材料ですが、理想的には
金の含有量をもう少し増加させ、より耐
食性、機械的性質、鋳造性を向上させた
金銀パラジウム合金を保険適用できれ
ばいいと思います。ご存じのように金は
白金と並び他の金属に比べ値段が高く、
現在の保険財源では今以上に金の含有
量を増やすことは無理なようです。以前
私がまだ歯科大学の学生であった1980
年頃、大学の先輩歯科医師から私の奥
歯にインレーを装着して頂いた記憶があ
ります。そのときに使用した合金は、２０
％金含有の金銀パラジウム合金（以下２
０％金パラ）であったと、先輩から聞き
ました。その時今から30年程前は、現在
保険適用の１２％金パラより８％金含有
率を増加させた２０％金パラが保険適用
とされていました。当時は保険財源に今
より余裕があったからだと思いますが、
しかし２０％金パラが保険適用であった
期間はとても短く、その後現在の１２％
金パラに落ち着いているようです。もし
保険財源がもっと悪化すると、その時に
高価な金属の含有率を減少される流れ
になるかもしれません。政府は今後福祉
医療費を削減しないですむような経済
対策や少子化対策を講じ、国民の医療
の質を下げないですむようにお願いした
いと考えます。１２％金パラは比較的優
れた材料だと先ほど述べましたが、JIS
規格に適合した保険適用のこの材料を
使用したインレーは、適切に作製装着す
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ればそれほど問題は生じません。２０年
ほど前に当院で装着した１２％金パラ製
のインレーを患者検診の時に見かけまし
たが、そんなに表面が黒くなったりせず、
しっかりと自分の歯の一部として機能し
ています。患者さんの中にはある種の金
属に対してアレルギーを持つ方もいらっ
しゃいますが、もし金、銀、銅、パラジウ
ム、亜鉛などに反応がある方がおられま
したら、この合金を使用するかどうかを
事前に歯科医師に相談してください。

次に保険適用外の金合金製のイン
レーについて説明します。インレ

ーに使用する鋳造用金合金は、ISO（国
際標準化機構）規格で規定された物を
使用することが望ましく、金を６０％以
上さらに白金属元素と合計で７５％以
上含む金合金がこれに当てはまります。
金合金は保険適用外の合金ですから、
１２％金パラのような１２％以上金を含
みさらに２０％以上のパラジウムを含有
しなければならないといった規則は、
日本ではありません。また、金や白金の
含有量が多ければいいというわけでは
なく、用途に応じた合金の選択が必要
となります。上記のISO規格で規定され
た鋳造用金合金は、耐力や伸びなどで
４つのタイプに分類されており、機械的
性質や耐食性などは１２％金パラより優
れ、歯科用合金として有用であります。
この４つのタイプ（TypeⅠ~Ⅳ）のうちイ
ンレーとしてはTypeⅠ（軟質）、TypeⅡ
（中硬質）、TypeⅢ（硬質）が使用され
ます。参考までにインレーとしてはあま
り使用されないTypeⅣ（超硬質）は、
入れ歯（義歯）に使用する鋳造床、クラ
スプ、バーやその他インプラントの上部
構造など比較的大きな応力を受ける修
復物に使用されます。インレーの形態か
ら単純な物にはTypeⅠ、複雑な物には
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前月に続きインレーについてのお話をします。今月は金銀パラジウム合金と金合金の 2 種類のメタルインレーについてお話を進めていきます。
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TypeⅡ、インレーとクラウンの中間の
ような物にはTypeⅢを選択します。そ
の他TypeⅢ、TypeⅣは熱処理硬化性
を有していますが、TypeⅢは軟化熱処
理によりTypeⅡに、硬化熱処理により
TypeⅣに近づけることができます。金
合金インレーの表面の色には、金色の
物と、やや白みがかった黄金色、白金
色の物があり、患者さんはこれらを選
択することが可能です。白金やパラジウ
ムの含有量が多くなれば金色が薄くな
りますが、硬さは大きくなります。当院
では、最近やや白みがかった美しいゴ
ールド色を選択する場合が多くなって
いますが、これは白金を１~３％位含む
TypeⅡやTypeⅢの金合金を使用して
います。金合金で使用する金属元素に
アレルギーを持つ恐れがある方はお申
し出ください。上の写真は模型上での１
２％金パラと金合金のインレーです。    
　　　　　　 See you next month.

写真   12％金パラと金合金のインレー


